























































特定的 (消費が目的 ) 手段的 (消費は手段 )
自己志向
(個人的な意味 )
自発的 (1) 遊び /楽しみ (3) 効率性 /利便性
反応的 (2) 美学 /美 (4) 卓越 /品質
他者志向
(他者とのインタラクション)
自発的 (5) 倫理 /善行 /正義 /モラル (7) 地位 /成功 /印象操作
反応的 (6) 精神 /信念 /忘我 /神聖 /不思議な力



















































































と考えられる。1954 年に DOC(Denominazione di 





















































(1) 思い出消費 (3) 効率重視消費
反応的
(パエーゼ外)




(5) 地元貢献消費 (7) 顕示的消費
反応的
(パエーゼ外)

























(EU) 諸国においては DOP(Denominazione di 
Origine Protetta: 原産地呼称保護 ) に認証さ
れることによって客観的価値が可視化されてい















トスカーナ州 M 村出身で現在はヴェネト州 V
市で暮らす S 氏に対して 2012 年 10 月から





S 氏は 1968 年生まれの 45 歳で大学教員であ
る。18 歳で故郷 M 村を離れ大学で学んだ後、
海外で博士号を修得し 1999 年から V 大学で教
えている。













































3 月 2 日は S 氏の母親の誕生日であることか
ら、Ｍ村のケーキ店で事前に予約しておいた誕
生日ケーキを受け取りに行った。マレンゴ



















ンティーナ (Bistecca alla Fiorentina: フィ
レンツェ風 Tボーンステーキ )に使われる牛肉
である。エッセルンガでは 1キロ 19.99 ユーロ
であった。V 市でキアーナ牛を唯一扱っている
マチェレリアでの価格が 1 キロ 30 ユーロであ




真 1】重量は約 1.5 キロであった。
エッセルンガはチーズと生ハムの品揃えも
















2013 年 3 月 2 日筆者撮影 
M 村のケーキ専門店 





3 月 3 日の朝食後、S氏と母親と筆者家族は車に乗って町の中心にある商業地に出かけた。
1945 年創業の生パスタ屋 Pastificio P&P で昼食用のパスタを購入した。【写真 3】2 代目オ
ーナーの Piero 氏は筆者に 3種の詰め物パスタを試食させてくれた。購入したのはイラクサ
(nettle)とリコッタチーズのラビオリ(ravioli:詰め物パスタ)である。S氏に何グラム購入し
たのかと聞くと重量で注文せず 4 人分と言ったら店主が決めてくれたと言っていた。A4 サ
イズほどのプラスチックのトレイ 2枚分だったが、1枚分は母親の誕生日プレゼントとして




どあるのだが、サーモン入りが 27 ユーロ、肉入りが 1キロ 24 ユーロ、チーズ入りが 22 ユ
ーロである。エッセルンガのキアーナ牛が 1 キロ 19.99 ユーロだったことや、量販店で販
売されている大手パスタメーカーRANA社の生パスタが1キロあたり4ユーロから10ユーロ
であることから食品としても生パスタとしても高価格商品であることが分かる。 








ンツェ風 Tボーンステーキ)に使われる牛肉である。エッセルンガでは 1キロ 19.99 ユーロ
であった。V 市でキアーナ牛を唯一扱っているマチェレリアでの価格が 1 キロ 30 ユーロで
あることから、S氏が V市の屋外市場での参与観察時に述べたように V市の肉は高いことが
分かった。売場の販売員に 6名分と言うと「これくらいでいいか」と聞いて切ってくれた。
【写真 1】重量は約 1.5 キロであった。 
写真１ トスカーナ名物のステーキ肉:キアーナ牛 
 
2013 年 3 月 2 日筆者撮影 
エッセルンガはチーズと生ハムの品揃えも豊富であった。【写真 2】S 氏はチーズを 3種類
選び購入した。地元産リコッタ(ricotta)、ヴァッレ・ダオスタ自治州産フォンティナ(Fontina 






タを巻いたもの(neccio con la ricotta)を食べたりしていた。フォンティナを購入したの
はこのチーズの独特の強い味と風味を気に入っているからである。ペコリーノを購入した
のは産地のオルチャ渓谷が母親の出身地シエーナだからである。 
写真 2 豊富な品揃え ら チーズを選ぶ 
写真 1　トスカーナ名物 キ肉 : キアーナ牛
2013年3月2日筆者撮影
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3 月 3 日の朝食後、S 氏と母親と筆者は車に
乗って町の中心にある商業地に出かけた。1945
年創業の生パスタ屋 Pastificio P&P で昼食用
のパスタを購入した。【写真 3】2 代目オーナー
の Piero 氏は筆者に 3種の詰め物パスタを試食
させてくれた。購入したのはイラクサ(nettle)
とリコッタチーズのラビオリ (ravioli: 詰め物
パスタ ) である。S 氏に何グラム購入したのか
と聞くと重量で注文せず 4人分と言ったら店主
が決めてくれたと言っていた。A4 サイズほど










ン入りが 1キロ 27 ユーロ、肉入りが 24 ユーロ、
チーズ入りが 22 ユーロである。エッセルンガ
のキアーナ牛が 1キロ 19.99 ユーロだったこと
や、量販店で販売されている大手パスタメー






および夕食 2 回の合計 5 回食事をする機会が
あった。











































3 月 2 日の朝食は、前日に母親がエッセルン
ガ で 購 入 し て い た ス キ ア ッ チ ャ ー タ
















































写真 4 地元固有の名称を持つパン:スキアッチャータ 
 





























































(antipasto: 前菜 )用のピストイア (Pistoia:M
村とフィレンツェの中間地点にある村 )産コッ
パ(coppa:豚の頭部から作る生ハム)、トスカー


























で M村の S家を訪ねてくるのが年中行事になっている。 
3 月 2 日は夕方の買い物から自宅に戻ると母親が夕食の準備を始めた。夕食を共にするＳ
氏の友人たちの到着は 20 時の予定であったが、母親は 18 時ごろからまず部屋を暖めるた
め、およびキアーナ牛を焼く準備のために暖炉に薪を熾した。次にサルシッチャを切った
りパンをスライスしたりしていた。19 時 45 分ごろに友人夫婦がトスカーナ産 DOCG ワイン











写真 5 トスカーナ州コロンナータ産のラルド 
 
2013 年 3 月 2 日筆者撮影 
6 名は暖炉の薪で焼いた豚の骨つきリブロース、キアーナ牛、およびサルシッチャを食し
た。なかでもキアーナ牛を焼くのは厳かな儀式のようであった。1.5 キロのキアーナ牛は、
まず表面を 5 分、裏面を 5 分それぞれ焼き、最後は肉を立てた状態にして骨の付いた側面
を 10 分焼く。友人の妻が時計を使って正確に時間を計っていた。肉が焼けたら S氏が包丁
で 2センチほどにスライスして、数枚ずつ各自の皿に盛りつけていった。【写真 6】 
写真 6 キアーナ牛のビステッカ 




















類した。具体的には、1) 思い出消費 ( パエー
ゼ内産 /自己志向型 /特定的 )、2) 単純に好き
消費(パエーゼ外産/自己志向型/特定的)、3)
「効率重視消費」(パエーゼ内産 /自己志向型 /
手段的 )、4) こだわり消費 (パエーゼ外産 /自
己志向的 /手段的 )、5) 地元貢献消費 (パエー
ゼ内産 /他者志向型 /特定的 )、6) つながり消
費 ( パエーゼ外産 / 他者志向型 / 特定的 )、7)
顕示的消費 (パエーゼ内産 /他者志向型 /手段















てくれた 7)。トスカーナ州は S 氏にとって特別
な意味や思い入れがある土地であることがうか
がえた。













































































































































































































































































































己志向的 / 他者志向的、内在的 ( 特定的 )/ 外
在的 ( 手段的 )、自発的 / 反応的という軸を用
いて提示した消費価値の枠組みにしたがい、本
稿は食の 8 つの消費価値を類型化した。イン














ク (polysemic: 複数 )であるととらえられてい





























2012 年 10 月 9 日 市場での食料品購買行動の参与観察 V市
2013 年 2 月 1 日 市場での食料品購買行動の参与観察 V市
2013 年 3 月 1 日～
2013 年 3 月 3 日
食料品購買行動の参与観察、および
S氏実家での参与観察 M村
2013 年 3 月 3 日 デプス・インタビュー M村から V 市に向かう列車内
2013 年 3 月 27 日 インタビュー、およびS氏自宅での参与観察 V市
48　　イタリアにおける食の消費価値
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(nostalgic hometown)」を再現している (Arnold 
et al.2001)。
2)2012 年 10 月 9 日の参与観察におけるＳ氏の言葉。
3)2013 年 2 月 1 日の参与観察におけるＳ氏の言葉。
4) 故郷 M 村での参与観察で不明だった点は 2013 年 3
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